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　みやこ町では、日本だけにとどまらない幅広い視野を持ち「自ら考え行動することのでき

る」青少年を育成するため、みやこ町内に居住する中学生を対象に海外ホームステイ事業を

実施しています。ホームステイ先は、これまでオーストラリアに３回、シンガポールに２回、

ハワイは今年で３回目となります。

　今回の参加者は、中学 1 年生から中学３年生までの生徒 20 人。５回の事前研修で、みや

こ町やハワイについて自分達で調べて発表したり、日常会話の英会話を学んだりして、海外

研修に備えてきました。

　ハワイでの研修は、１世帯につき 2 人から３人の参加者が、４泊５日のホームステイを通

じて、ハワイの生活を肌で感じるとともに、ヒロの様々な施設を見学し、ハワイの歴史や文

化を学びました。

　本書では、平成 26 年度みやこ町海外ホームステイ事業参加者の活動について報告します。
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平成 26 年度みやこ町海外ホームステイ事業の概要

　みやこ町内に居住する中学生が、海外でのホームステイ等を通じて異文化に接することに

より、英語学習に対する意欲と実践的な英語コミュニケーション能力の向上を図るとともに

外国の生活、習慣、文化、考え方の違い等を実際に体験し、将来日本だけにとどまらない幅

広い視野を持ち「自ら考え行動することのできる」青少年の育成を目指しています。

１．「みやこ町海外ホームステイ事業」の目的

２．ホームステイ事業の概要

３．ハワイでの協力先団体等

　○事前研修

　　・日　  程　  第１回  6 月 30 日（月）、第 2 回  7 月 3 日（木）、第 3 回  7 月 13 日（日）、

　　　　　　　    第 4 回  7 月 17 日（木）、第 5 回  7 月 24 日（木）

　　・会　  場　  サン・グレートみやこ　１階研修室

　○本研修

　　・日　  程　　8 月 1 日（金）～ 8 月 7 日（木）（5 泊 7 日）　

　　・会　  場　　ハワイ島、オアフ島

　　・参 加 者　　20 人（みやこ町に住んでいる中学生）

　　・随 行 員　　辛島　秀典（みやこ町副町長）

　　　　　　　　  吉元　慎治（みやこ町総合政策課政策調整係長）

　　　　　　　  　林　　良和（みやこ町総合政策課政策調整係主事）

　　　　　　  　　佐藤　真理（添乗員　名鉄観光サービス株式会社）

　　・委託業者　  名鉄観光サービス株式会社　北九州支店

　　　　　　　  　現地旅行会社　R&C HAWAII TOURS, INC.　　

　○事後研修

　　・日　  程　　第 1 回  8 月 31 日（日）、第 2 回  9 月 13 日（土）※午後から報告会

　　・会　  場　　サン・グレートみやこ　1 階研修室

２

　○ハワイ島福岡県人会　能丸　淳一会長、ボーン ･ クック前会長をはじめ福岡県人会の皆様

　○ホストファミリーの皆様　

　○ハワイ大学　本田　正文教授

　○ハワイ郡庁　ビリー・ケノイ郡長ほかハワイ郡庁職員の皆様　　　　　　　　　　　　



1　参加者名簿

１班

勝山中学校　２年

豊津中学校　２年

勝山中学校　２年

勝山中学校　２年勝山中学校　２年

勝山中学校　２年

育徳館中学校　１年

勝山中学校　２年 勝山中学校　３年

勝山中学校　２年 豊津中学校　２年

勝山中学校　３年勝山中学校　２年

勝山中学校　２年 勝山中学校　２年

班長

班長

班長

副班長

副班長

副班長

３班

２班
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勝山中学校　２年勝山中学校　２年 勝山中学校　２年犀川中学校　２年豊津中学校　３年

みやこ町　副町長

辛島　秀典

Hidenori Karashima

名鉄観光サービス株式会社

佐藤　真理

Mari Sato

みやこ町　総合政策課

林　良和

Yoshikazu Hayashi

みやこ町　総合政策課

吉元　慎治

Shinji Yoshimoto

班長 副班長

４班

２　随行スタッフ

４

ヒロ空港にて



ホストファミリーの名前 名　前

Aldenn & Rachael Iga

David & Sami Sugioka-Kai

Guy & Bridget Rapoza

John & Joanne McCollum

Keith & Carmen Nakamura

Richard & Shannon Kitamura

Ron & Emily Needham

Ula Anderson

Vaughn & Sylvi Cook

３　ホームステイ先名簿
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事前研修スケジュール

６月３０日（月）第１回事前研修・保護者説明会

日　　程 内　　容 会　　場

６月３０日（月）
１９時～２０時３０分

○第１回　事前研修・保護者説明会
・開講式
・事前研修（グループ分け、ハワイの紹介ビデオ観賞）
・保護者説明会（旅行手続きや旅行用品などの説明）

サン・グレートみやこ
１Ｆ研修室

７月３日（木）
１９時～２１時

○第２回　事前研修
・班に分かれて、英語での自己紹介とみやこ町の紹介
・ハワイについて調べ、模造紙にまとめて班毎に発表
・炭坑節の練習

７月１３日（日） 
９時３０分～１６時

○第３回　事前研修
・日常生活の簡単な英会話レッスン
・班に分かれて、出し物の決定、練習
・みやこ町について調べ、模造紙にまとめて班毎に発表

７月１７日（木）
１９時～２１時

○第４回　事前研修
・日常生活の簡単な英会話レッスン
・グループに分かれて、出し物の決定、練習

７月２４日（木）
１９時～２１時

○第５回　事前研修
・日常生活の簡単な英会話レッスン
・旅行手続き等の最終確認
・本研修でするべきことのまとめ

　本研修に参加する 20 人の中学生と保護者の皆様が、「第１回事前研修・保護者説明会」に参加しました。

　開講式では、参加者代表よる宣誓が行われ、

　①何事にも積極的に挑戦すること。

　②たくさんの友だちをつくり、永遠に続く友情を育むこと。

　③将来、日本だけにとどまらない幅広い視野を持ち、自ら考え行動すること。

　を誓いました。

開講式の様子 参加者代表による宣言

４　活動報告
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　第 2 回目の事前研修では、始めに、英語での自己紹介とみやこ町の紹介を行った後、事前課題としてハワイ

について調べた内容を、班毎で模造紙にまとめ、発表しました。

 　その後、ハワイで福岡県人会の皆さんに披露するために、炭坑節の練習を行いました。 

発表資料作成の様子

炭坑節の練習

３班の発表

１班の発表

４班の発表

２班の発表

7 月 3 日（木）第２回事前研修
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　第 3 回目は、午前中に英会話レッスン、午後から、班毎でみやこ町についてまとめ、発表した後、皆で炭坑

節や福岡県人会への出し物の練習をしました。みやこ町についての発表では、プレゼンの方法など、各班しっ

かりと考えており、前回よりもさらに素晴らしい発表でした。

　最後の事前研修では、英会話レッスンの後、本研修における最終注意事項の説明や研修の心得 3 カ条を皆で

朗読し、最後に炭坑節を踊りました。

　【研修の心得３カ条】

　　・心得その１「自ら考え行動しよう！」

　　・心得その２「積極的に英語で話しかけよう！」

　　・心得その３「時間をしっかりと守ろう！」

　第 4 回目は、英会話レッスンと出し物の練習をしました。英会話レッスンでは、英語による簡単なあいさつ

のほか、外国の空港で、入国審査のパスポートチェックの際に必要な英会話などを学びました。

添乗員  佐藤さんの紹介英会話レッスン（講師：ＹＭＣＡ  アンジェラ）

入国審査の模擬練習英会話レッスン（講師：ＹＭＣＡ  アンジェラ）

「みやこ町について」自分達で調べた内容を発表英会話レッスン（講師：ＡＬＴ  サラ・ホール）　

7 月 24 日（木）第 5 回事前研修

7 月 17 日（木）第 4 回事前研修

7 月 13 日（日）第 3 回事前研修

８



５　本研修スケジュール

９

月　日 場　所 現地時刻 行　　程 食事・宿泊

8 月 1 日 ( 金 ) み や こ 町 16:00 サン・グレートみやこ集合　出発式 　

　 16:50 バ　ス：サン・グレートみやこ→福岡空港 　

　 福 岡 空 港 18:15 到着　出国手続き 　

　 福 岡 空 港 20:45 飛行機：福岡空港→ホノルル空港 夕食（機内）

　 　　　　（デルタ航空５９８便） 　

　 ホ ノ ル ル 空 港 10:00 到着　入国手続き 朝食（機内　軽食）

　 ホ ノ ル ル 空 港 14:40 飛行機：ホノルル空港→ヒロ空港 昼食（ホノルル空港内）

　 　　　　（ハワイアン航空２１２便） 　

　 ヒ ロ 空 港 15:50 到着　 　

　 ヒ ロ 空 港 16:00 バ　ス：ヒロ空港→ハワイ日系人会館 夕食

　 ハワイ日系人会館 17:00 到着　福岡県人会とウェルカムパーティー 　

　 ヒ ロ 21:00 ホストファミリー宅へ 宿泊先：ホスト宅

8 月 2 日 ( 土 ) ヒ ロ 終日 ホームステイ 食事　（ホスト宅）

　 　 　 　 宿泊先：ホスト宅

8 月 3 日 ( 日 ) ヒ ロ 終日 ホームステイ 食事　（ホスト宅）

　 　 　 　 宿泊先：ホスト宅

8 月 4 日 ( 月 ) ハワイ日系人会館  7:30 集合 朝食　（ホスト宅）

　 ハワイ日系人会館  8:10 バ　ス：ヒロ視察（福岡県人会）

　  8:30 アラエ墓地

　  8:50 ピンキー（地元商店）

　  9:25 プランテーションミュージアム

11:00 ヒロダウンタウン

12:00 リリウオカラニ公園 昼食（弁当）

13:45 カメハメハ大王像

14:00 ハワイ郡庁表敬訪問

15:15 ビッグアイランドキャンディー

16:00 ウォルマート

ハワイ日系人会館 17:00 到着後、ホストファミリー宅へ 夕食　（ホスト宅）

宿泊先：ホスト宅

日付変更線



１０

8 月 5 日 ( 火 ) ヒ ロ ハ ワ イ
ア ン ホ テ ル 7:30 集合　ホストファミリーとのお別れ 朝食　（ホスト宅）
ヒ ロ ハ ワ イ
ア ン ホ テ ル 8:00 バ　ス：ホテル→ヒロ空港

ヒ ロ 空 港 8:30 到着

　 ヒ ロ 空 港 9:30 飛行機：ヒロ空港→ホノルル空港 　

　 （ハワイアン航空３４１便） 　

　 ホ ノ ル ル 空 港 10:30 到着 　

　 ホ ノ ル ル 空 港 10:40 バ　ス：ホノルル市内視察（名鉄観光）

11:15 まきの茶屋 昼食

　 13:00 パールハーバービジターセンター

14:20 アラモアナショッピングセンター

サ ン ド ヴ ィ ラ
ホ テ ル 16:00 到着　チェックイン

16:50 ロビー集合し、ワイキキビーチへ

ワ イ キ キ ビ ー チ 17:00 到着　海水浴

17:40 ホテルへ移動

サ ン ド ヴ ィ ラ
ホ テ ル 17:50 到着

18:20 ロビー集合し、チャイナタウンへ　

18:30 チャイナガーデンレストラン 夕食

19:45 ＡＢＣストア

サ ン ド ヴ ィ ラ
ホ テ ル 20:30 到着

　 　 　 ホテル　泊

8 月 6 日 ( 水 ) サ ン ド ヴ ィ ラ
ホ テ ル  9:30 ロビー集合後、チェックアウト 朝食（ホテル）

　 10:05 バ　ス：ホテル→ホノルル空港 　

ホ ノ ル ル 空 港 10:30 到着　出国手続き

　 ホ ノ ル ル 空 港 13:05 飛行機：ホノルル空港→福岡空港 昼食（機内）

　 　 　 （デルタ航空５９９便） 機内　泊

8 月 7 日 ( 木 ) 福 岡 空 港 17:40 到着　入国手続き

福 岡 空 港 18:00 バ　ス：福岡空港→サン・グレートみやこ 　

　 み や こ 町 19:30 サン・グレートみやこ到着　帰着式　 　



出発式　

参加者代表による挨拶

今からハワイへ出発します！

福岡空港行きのバスにて

福岡空港に到着しました。

８月１日（金）　本研修１日目

福岡県人会の皆さんから、手作りのレイを頂きました！

ハワイ日系人会館行きのバス内にて

（ハワイ大学　本田先生）

　5 回の事前研修を終え、待ちに待ったハワイへ。出発式では、参加者代表が「積極的に英語で話しかけ、ホー

ムステイ先の人と仲良くなります！」と元気に挨拶をしました。バスで福岡空港へ行き、飛行機で福岡空港を出

発し、ホノルル空港からヒロ空港に着きました。ヒロ空港では、福岡県人会の皆さんが手作りのレイ（花の首飾り）

を用意し、私達を温かく歓迎して下さりました。

１１



福岡県人会会長の能丸さん（右）

と前会長のクックさん（左）

アロハ～

ハワイ郡庁の方と親書の交換をしました！

ホストファミリー、福岡県人会の皆さんとお食事

８月１日（金）ウェルカムパーティー

出し物：妖怪ウォッチ踊り中！

出し物：ロシアンルーレット！

4 枚のビスケットのうち 1 枚の中身は激辛わさびです！

　ヒロ空港からは、用意していただいたバスに乗って、本田先生による解説付きでヒロを観光しました。ハワイ日

系人会館に着くと、さっそくウェルカムパーティーが始まり、ホストファミリーの皆さんと、素敵な時間を過ごし

ました。その後は、各自ホストファミリー宅へ行きました。参加者のみんな、頑張って！

１２



８月２、３日（土、日）　本研修 2、3日目
　２、３日目は、各自ホストファミリー先でホームステイです。ハワイの文化、食べ物、自然。日本とは全く異なっ

た国での生活を体験し、参加者にとっては大変充実した２日間になったのではないでしょうか。（参加者が撮影し

た写真を載せています。）
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アラエ墓地で日本人先亡慰霊塔を参拝

カメハメハ大王像前にて

プランテーションミュージアムで、ハワイの歴史を学びました。

リリウオカラニ公園で昼食

８月４日（月）　本研修４日目

ハワイ郡庁を表敬訪問しました！

ビッグアイランドキャンディーズで買い物中

　4 日目は、この日は、朝から夕方まで、福岡県人会の皆さんにヒロやハワイ郡庁を案内していただきました。ハ

ワイの文化や歴史を肌で感じ、参加者はどう感じたのでしょうか。

１６

　この塔はハワイ島の砂糖農場の村々に散在していた約 3000
の日本移住者の墓を集めたものです。

リリウオカラニ：ハワイ王国第 8 代の女王であり、最後のハワイ

                                   王の名。
カメハメハ大王：ハワイ諸島を初めて統一して 1810 年にハワイ

　　　　　　　　王国を建国、初代国王となった人物。

ハワイ郡庁：ハワイ郡の行政機関です。



ホストファミリーとのお別れ

アラモアナショッピングセンターで買い物

まきの茶屋で昼食

パールハーバービジターセンターにて
パールハーバー：日本軍の真珠湾攻撃が行われた港。港内には、　　

　　　　　　　      戦艦アリゾナ号とユタ号の 2 隻の戦艦が沈んだ 

　　　　　　　　  まま残されており、現在は博物館として残 され

　　　　　　　　  ています。 

８月５日（火）　本研修 5日目

チャイナレストランで夕食ワイキキビーチで１枚！

　5 日目は、ホストファミリーや福岡県人会の皆さんとお別れし、ヒロ空港からホノルル空港へ。ホノルル空港に

着いた後は、日本食バイキングの「まきの茶屋」で昼食を取り、パールハーバービジターセンターで、戦争の歴史

を学びました。その後、ワイキキビーチで海水浴をし、チャイナタウンで夕食を取りました。

１７



ホテルのロビーにて（ちょっとお疲れ気味？）

みやこ町へ出発！

８月６、７日（水、木）　本研修 6、7日目

ホテルのロビーにて（昨日はちゃんと寝れたかな？）

ホテルのロビーにて（元気そうだね！）

帰着式　

参加者代表による挨拶　 無事に帰り着きました！

　本研修最終日の朝、ロビーに集合した際、ほとんどの参加者の顔に、疲れの色が出ていました。ホノルル空港か

ら福岡空港まで 9 時間のフライト後、バスでみやこ町へ帰町しました。帰着式では、参加者代表が「長いようで、

短かった７日間でした。この７日間で得た様々な経験を活かして、広く海外にも目を向け、将来は世界を舞台に活

躍できるような大人になりたいです。」と挨拶し、無事に帰町したことを井上町長ほか、保護者の皆様に報告しま

した。

１８



参加者感想

私 がハワイのホームステイ事業で学んだことは大き
く２つあります。

　まず１つ目は、人は誰でも友達になれるということで
す。この研修では、豊津中の３年生の参加者は私１人だ
けでしたので、最初は凄く不安でした。しかし、第１回
目の事前研修から班の人と仲よくなることができました。
安心しました。私は笑顔で話すことを心がけ色んな人と
話しました。すると、事前研修を重ねて行くたびに他の
班の人とも仲良くなっていき、最初の不安もどこかに消
えていきました。みんな、心の温かい人たちで良かった
です。
　そして２つ目は、自分の意思をしっかり相手に伝える
ことの大切さです。これは日本人同士でも難しいことで
す。しかもハワイでは英語。そんな大きな不安がありま
したが、ホームステイ先の人が、私たちでも分かるように、
ゆっくりと丁寧に話しかけてくれたお陰で、少しは分かっ
たけれど、それでも分からないこともあったので、やっ
ぱり英語の勉強は必要だなと思いました。私は、今まで

勉強してきた英語を使って相手に意志を伝えようとしま
した。ジェスチャーなども使いました。そして、なんと
かして相手に伝えたいことが伝わった時、凄く嬉しくて、
達成感のようなものを感じました。それから、さらに英
語が好きになりました。
　そして、もう１つ勉強になったのは英語の発音です。
やっぱり本場の発音はすごく刺激的でした。買い物も、
ちょっと緊張したけど、なんとか英単語を繋ぎ合わせて
頑張りました。
　私は、中学３年でこんな体験ができて、とても感謝し
ています。お父さん、お母さん、町の方々、一緒にハワ
イに行った方々にすごく感謝しています。私はこの経験
を生かして、色々なことに挑戦してみたいです。前の自
分よりは少し成長できたかなと思います。
　これからの人生、辛い事もあると思うけど、この経験
を生かして、力強く生きていきたいです。

伝わることの大切さ　　
　　　　　　　　　　豊津中学校３年　
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伝わることの大切さ　　
　　　　　　　　　　豊津中学校３年　

私 はハワイでのホームステイを通じて、たくさんの
ことを感じました。

　１つ目は、リリウオカラニ女王のことです。ハワイの
王朝は、カメハメハ大王の統一に始まりリリウオカラニ
女王の退位に終わります。ハワイ王朝は、白人のクーデ
ターが起き、崩壊してしまいます。その時リリウオカラ
ニ女王は、クーデターを起こした白人に抵抗して捉えら
れた市民の命と引き換えに王位を放棄し、一市民となっ
てしまいました。私は、その話を聞いてリリウオカラニ
女王を尊敬しています。
　２つ目は、真珠湾攻撃についてです。真珠湾攻撃につ
いては少し歴史で勉強していましたが、実際にその場所
を訪れ、改めて考えさせられました。1941 年、日本から
の奇襲攻撃（予告なしの攻撃）により、アリゾナ号が大
爆発をし、大勢の人が亡くなりました。そこでは、今で
も戦艦アリゾナと一緒に戦死した多くの遺体が水の下に

沈んでいます。戦争の深い爪痕、人々の悲しみがここに
詰まっているようで、感慨深いものでした。戦争は、尊
い人の命を犠牲にし、後世に大きな傷を残すので、絶対
にやってはいけない、やってほしくないと強く感じまし
た。
　３つ目は、キラウェア火山を見に行った時のことです。
キラウェア火山は活火山でよくマグマが流れています。
マグマが出ていない時は、噴火口から煙が出ています。
　私は、夜にホストファミリーの皆さんと一緒に見学に
いきました。噴火口から立ち上がる煙はマグマで赤く染
まっていました。私はその光景を見た時、もの凄く壮大
で綺麗な景色に生きている地球を感じました。
　私は、このホームステイを通じて日本とハワイの様々
な違い歴史・文化、大自然、お金の使い方など、たくさ
んのことを経験し学びました。
　また、日本の常識はハワイでは通用しないことも学び
ました。ハワイでの生活は、日本と違って凄く難しかっ
たけれど、楽しむこともできました。今度は自分の力で
ハワイに行きたいです。

ハワイの歴史と自然　　
　　　　　　　　　　　犀川中学校２年　
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私のホームステイ生活　
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　

８ 月１日。私たちは、午後４時にサン・グレートみ
やこのホールに集合し、出発式をした後、バスに

乗って福岡空港まで行きました。福岡空港からは飛行機
に乗ってホノルル空港、そしてヒロ空港まで行きました。
長い飛行機の旅ではありましたが、機内では、夢中になっ
て映画を観ていたので、いつの間にかホノルル空港に到
着していました。初日は、移動が色々と大変で途中日付
変更線もあり、１日がとっても長く感じました。
　２日目。ホストファミリーの皆さんと一緒に、朝海水
浴に行きました。そこでは、他の友達とも会い、いっぱ
い泳いでいると、あっという間に時間が過ぎていました。
午後３時くらいだったか、ウーラさん（ホストファミリー
の方です。）からピザの差し入れがあり、私たちはそのピ
ザをいただきました。海水浴を終え、ホストファミリー
宅に戻ると、今度は夕食です。先ほどピザをお腹いっぱ
い食べたせいで、夕食が入らず、一緒にいた茅島ちゃんが、
英語で「私たちはお腹がいっぱいです。」と言ったら、とっ
ても笑われてしまいました。

　３日目。夜、Ｆたちと、そこのホストファミリーの皆
さんと一緒にＢＢＱをしました。突然の合流だったので、
驚いたけどとっても楽しかったです。ＢＢＱが終わって
部屋に戻ると、ジェイミーとケッシュが私たちの部屋に
やって来ました。たぶん英語で「一緒に遊ぼう」と言っ
ていたみたいだったので、みんなで遊びました。
　４日目は、ハワイ島内の視察・研修でした。私は、１
度朝６時に覚ましましたが、もう少し時間があるなって
思って２度寝をしてしまいました。あやうく寝過ごすと
ころでしたが、ウーラさんが起こしてくれたので、遅刻
せずに集合時間に間に合いました。良かった。
　５日目。お世話になったホストファミリーの皆さんと
は今日でお別れです。ホノルルに移動し市内の観光の後、
みんなでホテルに泊まりました。外では怪しげな外国人
がいて少し怖かったです。私は、この１週間で色んな経
験をさせていただきました。その中でも１番楽しかった
ことは、みんなでＢＢＱをしたことです。それと、英語
でみんなと色々な話をしたことも楽しかったです。
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私のホームステイ生活　
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　

私 が ホ ー ム ス テ イ を 通 じ て 感 じ た こ と は 、 ３
つ あ り ま す 。

　 １ つ 目 は 、【 1 回 の 食 事 の 量 の 多 さ 】 で す 。
　 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー の 時 は 、 バ イ キ ン グ 形
式 で 、 自 分 の 食 べ た い 量 だ け を 食 べ ら れ た け れ
ど 、 次 の 日 の 朝 か ら は 、 こ っ て り し た 料 理 ば か
り 食 べ て 、 お 米 が 恋 し く な り ま し た 。 で も 、 私
が 行 っ た ホ ー ム ス テ イ の 子 供 た ち は 、 私 よ り 何
倍 も 食 べ て す ご い な と 思 い ま し た 。
　 ２ つ 目 は 、【 自 然 の 美 し さ 】 で す 。
　 奥 さ ん の ウ ー ラ さ ん が ２ 日 目 に 海 に 連 れ て
行 っ て く れ た の で す が 、 車 で 向 か っ て い く 途 中
の 景 色 が と て も 綺 麗 で し た 。右 に は 海 、左 に は 山 、
時 に は 放 牧 さ れ て い る 牛 や 馬 を 見 ま し た 。 日 本
で は 珍 し い 羊 の 群 れ も 見 ま し た 。
　 そ し て 、 コ ナ ヤ ビ ー チ と い う 海 に 着 い た 時 、
私 は と て も 感 動 し ま し た 。 日 本 と 比 べ も の に な

ら な い 程 、 と て も 海 が 綺 麗 だ っ た の で す 。 正 直 、
ワ イ キ キ ビ ー チ よ り も き れ い だ な と 思 い ま し た 。
　 最 後 は 【 英 語 で の 会 話 】 で す 。
　 １ 日 目 は そ ん な に 通 じ な く て 、 翻 訳 機 を 使 用
し ま し た が 、 ２ 日 目 、 ３ 日 目 と 、 だ ん だ ん 通 じ
る よ う に な り 、 と て も 嬉 し か っ た で す 。 改 め て
会 話 す る こ と の 楽 し さ が わ か り ま し た 。
　 他 に も 感 じ た こ と は た く さ ん あ り ま す が 、 い
ろ い ろ な 事 を 学 べ た ホ ー ム ス テ イ で し た 。
　 ホ ー ム ス テ イ 事 業 に 参 加 し て と て も 良 か っ た
と 心 か ら 思 い ま し た 。

いろいろな事を学べたホームステイ　
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 が ホ ー ム ス テ イ で 感 じ た こ と は ２ つ あ り あ
り ま す 。

　 １ つ 目 は 、 ホ ー ム ス テ イ 先 の 家 族 の 暖 か さ で
す 。 最 初 は 、英 語 が 通 じ る か ど う か 、仲 よ く や っ
て い け る だ ろ う か と 不 安 で い っ ぱ い で し た 。 で
も 、 対 面 し て す ぐ に 不 安 が 消 え ま し た 。 子 供 た
ち が ハ グ を し て く れ た し 、 御 両 親 は 、 優 し く 接
し て く れ た の で 、 す ぐ に 打 ち 解 け ら れ ま し た 。
そ れ に 、 ハ ワ イ で し か 見 ら れ な い 透 き 通 っ た 海 、
赤 々 と 燃 え る 火 山 等 に 連 れ て 行 っ て く れ ま し た 。
　 私 が ホ ー ム ス テ イ 先 の 家 族 と 過 ご す 中 で 、 最
初 に 驚 い た 事 は 、 子 供 た ち の 話 す 英 語 が と て も
速 い 事 で し た 。 御 両 親 は 、 少 し ゆ っ く り 話 し て
く れ た の で す が 、 子 供 た ち は 、 夢 中 で 私 に 話 し
か け て き た の で 会 話 が 聞 き 取 れ ず 、 混 乱 し て し
ま い ま し た 。 で も 日 を 重 ね る に つ れ て 、 家 族 と
の 距 離 も 縮 ま り 、 日 常 会 話 ぐ ら い は で き る よ う
に な り ま し た 。
　 そ れ か ら 、 御 両 親 の 子 供 に 対 す る 教 育 に も 驚
き ま し た 。 車 で 海 に 行 っ て い る 時 、 長 男 の カ イ
君 が 「 お 菓 子 が 欲 し い ！ 」 と 大 声 で ね だ り 始 め

る と 、運 転 し て い た お 父 さ ん が 車 を 停 め て 、し っ
か り カ イ 君 の 目 を 見 て 、「 お 菓 子 は な い 」 と き っ
ぱ り と 断 っ て い ま し た 。
　 ま た 、 私 た ち が フ ー ド コ ー ト で ハ ン バ ー ガ ー
が で き る の を 待 っ て い る 時 、 次 女 の イ サ ち ゃ ん
が 長 女 の キ ダ ち ゃ ん に 、 リ ボ ン を 投 げ て 渡 し た
の を 見 た お 母 さ ん が 、 し っ か り と イ サ ち ゃ ん の
目 を 見 て 「 イ サ ！ だ め ！ キ ダ に あ や ま り な さ
い ！ 」 と 言 っ て い た の を 見 て 、 子 供 に 対 す る 教
育 の 厳 し さ を 感 じ ま し た 。
　 ２ つ 目 は 、 食 文 化 が 日 本 に 近 い と い う こ と で
す 。 ホ ー ム ス テ イ 先 で 食 べ た ス パ ム む す び は 、
日 本 の お む す び と と て も 似 て い て 、 親 近 感 が わ
き ま し た 。 味 は 、 濃 す ぎ ず 、 薄 す ぎ ず 、 調 度 良
い 味 で し た 。 ハ ワ イ 郡 庁 で 食 べ た 「 ち ち も ち 」
の 食 感 が 、 と て も も ち も ち し て 、 甘 さ も 程 よ く
美 味 し か っ た の が １ 番 印 象 深 か っ た で す 。

ハワイの人と触れ合って
　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 が ホ ー ム ス テ イ を 通 じ て 感 じ た こ と は 、 い
ろ い ろ あ り ま す 。 と く に 気 候 、 食 べ 物 、 習

慣 、 言 葉 、 通 貨 な ど 、 ハ ワ イ と 日 本 の 文 化 の 違
い に つ い て で す 。
　 気 候 は 、 日 本 は む し 暑 い け れ ど 、 ハ ワ イ は 、
カ ラ ッ と し て い ま し た 。 ま た 、 ハ ワ イ 島 で は １
日 １ 回 は 雨 が 降 る と の こ と で す 。
　 食 べ 物 で は 、 朝 食 と い え ば 日 本 は ご 飯 と 味 噌
汁 が 定 番 だ け ど 、ハ ワ イ で は パ ン ケ ー キ や フ ル ー
ツ な ど を 食 べ ま し た 。 ま た 、 昼 食 や 夕 食 で は 、
ハ ン バ ー ガ ー や チ キ ン な ど を 食 べ ま し た 。 習 慣
で は 、 家 の 中 に 入 る に は 、 靴 を 脱 い で 入 る と い
う と こ ろ は 日 本 と 同 じ だ け ど 、 食 事 の と き に 日
本 で は 主 に 箸 を 使 う け ど 、 ハ ワ イ で は フ ォ ー ク
や ナ イ フ を 主 に 使 い ま す 。
　 言 葉 で は 、 日 本 で は 日 本 語 、 ア メ リ カ 合 衆 国
で は 英 語 を 使 い ま す 。 ハ ワ イ は ア メ リ カ 合 衆 国

の 州 の １ つ な の で 英 語 を 使 っ て い ま し た 。
　 お 金 で は 、 日 本 で は 円 を 使 い ま す 。 で も 、 ハ
ワ イ で は ド ル を 使 い ま す 。 硬 貨 は 、 セ ン ト を 使
い ま す 。
　 こ の よ う に 、 住 ん で い る 場 所 が 違 う だ け で 、
こ ん な に も 多 く の 違 い が あ る こ と を 今 回 の ホ ー
ム ス テ イ で 知 る こ と が で き ま し た 。
　 こ れ か ら は ハ ワ イ だ け じ ゃ な く て 、 も っ と た
く さ ん の 色 々 な 国 の 文 化 を 学 ん で い き た い で す 。
ま た 、 こ の ホ ー ム ス テ イ で 学 ん だ こ と を 忘 れ ず
に 、 今 後 に 活 か し て 色 ん な こ と に 挑 戦 し て み た
い と 思 い ま す 。

ハワイと日本との違い
　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 が ホ ー ム ス テ イ を 通 し て １ 番 印 象 に 残 っ て
い る こ と は 、 ハ ワ イ で １ 人 で 買 い 物 を し た

時 の こ と で す 。
　 買 い 物 は 、 日 本 の お 金 と は 全 く 違 っ て い て 、
こ れ が 何 ド ル で あ れ が 何 ド ル 、 何 セ ン ト と か 、
支 払 い の 時 が と て も 難 し か っ た で す 。
　 次 に 印 象 に 残 っ て い る こ と は 、 大 自 然 で す 。
日 本 と は 違 っ て い て 、 今 ま で 見 た こ と も な い 植
物 が た く さ ん あ り ま し た 。 中 で も 日 立 の Ｃ Ｍ に
出 て く る モ ン キ ー ポ ッ ド の 木 は 、 想 像 を 遥 か に
超 え る 大 き さ で び っ く り し ま し た 。
　 ほ か に も 、 火 山 な ど は 、 日 本 で は 桜 島 や 富 士
山 な ど が あ り ま す が 、 ハ ワ イ の 火 山 を 見 る の は
初 め て で 、 夜 に ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん に 連
れ て 行 っ て も ら っ た と こ ろ は 、 遠 く か ら で す が 、
煙 が モ ク モ ク と あ が り 、 そ の 煙 が 真 っ 赤 染 ま っ
て い て と て も 綺 麗 で し た 。ま た 、空 が 澄 ん で い て 、
星 を 見 る こ と が で き ま し た が 、 日 本 で 見 る の と
は 違 っ て 、 た く さ ん の 星 が 、 綺 麗 に 輝 い て い る
の を 見 る こ と が で き ま し た 。

言葉が分からなくても　　
　　　　　　　　　　　勝山中学校３年　

　 ま た 、私 が １ 番 感 じ た こ と は 、言 葉 は 違 っ て も 、
伝 わ る こ と は 伝 わ る と い う こ と で す 。
正 直 、 何 を 言 っ て い る の か お 互 い 分 か ら な い こ
と も た く さ ん あ り ま し た が 、 聴 い た こ と の あ る
英 単 語 が 出 て く れ ば 「 な る ほ ど ！ 」 と 分 か る こ
と が あ っ た り 、 ま た 、 言 葉 が 分 か ら な く て も 、
楽 し い 時 は み ん な で 笑 い 合 っ た り 、 こ う し た 感
情 は み ん な 同 じ な ん だ な と 感 じ ま し た 。
　 私 は 、最 後 の 別 れ の 時 、短 い 時 間 だ っ た け れ ど 、
一 緒 に い て く れ た ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん と
別 れ る こ と が と て も 辛 か っ た の で 、 ホ ス ト フ ァ
ミ リ ー と 泣 き 合 い ま し た 。
　 感 じ る と い う こ と に 言 葉 は 関 係 な い と 、 こ の
ホ ー ム ス テ イ を 通 じ て 思 い ま し た 。

２５



言葉が分からなくても　　
　　　　　　　　　　　勝山中学校３年　 私 が ホ ー ム ス テ イ を 通 し て 感 じ た こ と は ３ つ

あ り ま す 。
　 １ つ は 、 ハ ワ イ の 自 然 や 景 色 が と て も 綺 麗 だ
と 感 じ た 事 で す 。 海 は 、 日 本 と 違 っ て 透 き 通 っ
て い て 浜 辺 の 砂 は 小 さ く さ ら さ ら し て い ま し た 。
他 に も 、 ハ ワ イ の 生 き 物 に は カ ラ フ ル で 綺 麗 な 、
緑 色 の ト カ ゲ や 口 ば し が 黄 色 で 頭 が 赤 い 鳥 な ど
が い ま し た 。
　 ハ ワ イ で 驚 い た 事 は 鳥 に 近 づ い て も 逃 げ ら れ
な か っ た 事 と 、 山 道 を 車 で 走 っ て い る と マ グ マ
が 冷 え 固 ま っ た 景 色 が 続 い て い て 、 ハ ワ イ の 自
然 は 美 し い と 感 じ た 事 で す 。
　 ２ つ 目 は 、 日 本 の ア ニ メ や キ ャ ラ ク タ ー を ハ
ワ イ で 見 掛 け て 嬉 し く 感 じ た 事 で す 。 ホ ノ ル ル
に 行 っ た 時 、 偶 然 通 っ た バ ス に ド ラ え も ん の 絵
が 描 い て い た り 、 お 店 の ガ ラ ス に リ ラ ッ ク マ や
ボ ケ モ ン の 絵 が 描 い た り し て い て 、 と て も 嬉 し

か っ た で す 。 他 に も 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 家 で
テ レ ビ を 見 た 時 、 Ｃ Ｍ に 遊 戯 王 と い う 日 本 の ア
ニ メ が 出 て い た り 、「 タ ー ト ル ズ 」 と い う ア ニ メ
で は 、 日 本 を 舞 台 と し た シ ー ン や 日 本 語 で 「 セ
ン セ 」 と 言 う シ ー ン が あ っ た り し て 、 と て も ハ
ワ イ が 近 く 感 じ ま し た 。
　 ３ つ 目 は 、 ア リ ゾ ナ 記 念 館 、 プ ラ ン テ ー シ ョ
ン ミ ュ ー ジ ア ム に 行 っ て 色 々 と 感 じ た 事 で す 。
　 ア リ ゾ ナ 記 念 館 で は 戦 艦 ア リ ゾ ナ 号 の 記 念 碑
ま で は 行 け な か っ た け れ ど 、 ア リ ゾ ナ 号 の 映 画
を 観 ま し た 。 日 本 が ハ ワ イ に 奇 襲 攻 撃 を す る 所
な ど 色 々 な 場 面 を 観 て 、 私 は 戦 争 に つ い て 改 め
て 考 え さ せ ら れ ま し た 。
　 プ ラ ン テ ー シ ョ ン ミ ュ ー ジ ア ム で は 、 昔 、 ハ
ワ イ に 移 住 し て 来 た 日 本 人 が 使 っ て い た 道 具 が
沢 山 展 示 さ れ て い ま し た 。 　 　
　 こ こ で は 、 日 本 人 が ど れ だ け 苦 労 し て 生 き て
来 た の か を 知 る 事 が 出 来 て 良 か っ た で す 。
　 最 後 に 私 は 、 こ の ホ ー ム ス テ イ に 参 加 し て １
番 感 じ た 事 は 自 然 が と て も 綺 麗 だ と 言 う 事 と 、
ハ ワ イ に は 日 本 の 文 化 が 根 付 い て い て 、 と て も
親 近 感 が 湧 い た 事 で す 。

思わぬ共通点　　
　　　　　　　　　　豊津中学校２年　
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私 が ホ ー ム ス テ イ を 通 じ て 感 じ た こ と は 、 ３
つ あ り ま す 。

　 １ つ 目 は 、 英 語 は や っ ぱ り 難 し い と 感 じ た こ
と で す 。 ホ ー ム ス テ イ 先 の お 母 さ ん や お 姉 ち ゃ
ん た ち と 話 す と 、 速 く て 聞 き と れ な い し 伝 え た
い こ と が あ っ て も ど う や っ て 話 せ ば い い か 分 か
ら な か っ た か ら で す 。 で も 、 知 っ て い る 単 語 を
ど う に か し て 繋 げ て 話 し 、 相 手 に 自 分 の 思 い が
伝 わ っ た 時 は 嬉 し か っ た で す 。
　 ２ つ 目 は 、自 然 を と て も 感 じ た こ と で す 。 ホ ー
ム ス テ イ 先 の 家 は 、 庭 が 広 く て 、 そ の 中 に パ イ
ナ ッ プ ル の 庭 や バ ナ ナ の 木 も あ っ て 驚 き ま し た 。
　 ま た 、 テ ニ ス コ ー ト も あ っ て び っ く り し ま し
た 。 他 に は 、 公 園 に あ る 木 が 大 き く て 、 ブ ロ ッ
コ リ ー み た い だ と 思 い ま し た 。 日 本 に も 大 き い
木 は あ る け れ ど 、 あ ま り の 大 き さ に 驚 き ま し た 。
　 ３ つ 目 は 、 日 本 と ハ ワ イ の 文 化 が 全 然 違 う と

い う こ と で す 。 車 の 通 る 方 向 や 、 車 の 後 ろ が へ
こ ん で い る の が あ っ て び っ く り し ま し た 。 他 に
は 、 食 べ 物 が 初 め て み る も の ば か り で 、 ど ん な
味 が す る の だ ろ う と 思 っ て 食 べ て み る と 、 よ く
分 か ら な い 味 の も の が あ り ま し た 。
　 ハ ワ イ に 行 っ て い ろ ん な こ と を 学 ぶ こ と が
で き ま し た 。 目 標 に し て い た 四 つ の 目 標 が ほ と
ん ど 達 成 で き た の で 良 か っ た で す 。 特 に 、 ホ ー
ム ス テ イ 先 の 家 族 と 五 つ 以 上 の 英 文 を 使 っ て
話 す こ と が で き て 良 か っ た で す 。
　 ハ ワ イ に 行 っ て 学 ん だ こ と を 、 こ れ か ら 生 か
し て い け れ ば い い と 思 い ま す 。

伝えることの難しさ　　
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 が ホ ー ム ス テ イ を 通 じ て 感 じ た 事 は 、 た く
さ ん あ り ま す 。

　 そ の 中 で も １ 番 印 象 的 だ っ た 事 は 、 食 事 で す 。
ハ ワ イ は 日 本 と 違 い 、 量 が と て も 多 い で す 。 量
が 多 い 物 は こ れ だ け で は あ り ま せ ん 。 ス ナ ッ ク
菓 子 や ジ ュ ー ス も 量 が 多 く 、 １ 度 で 全 て 食 べ た
り 、 飲 ん だ り す る こ と は で き ま せ ん 。
　 ２ つ 目 に 印 象 的 だ っ た 事 は 、 時 差 で す 。 飛 行
機 で ハ ワ イ に 行 き ま し た 。 日 本 と ハ ワ イ と の 時
差 は 1 9 時 間 で す 。 夕 方 に 出 発 し た の に 、 到 着 し
た の は 昼 頃 で 、 と て も び っ く り し ま し た 。
　 ３ つ 目 に 印 象 的 だ っ た 事 は 、 ハ ワ イ の 人 た ち
で す 。 ハ ワ イ で は 、 ホ ー ム ス テ イ 先 の 人 や 、 道
で す れ 違 う 人 な ど 、 １ 度 も 喋 っ た こ と の な い 人
で も 「 ア ロ ハ 」 と 元 気 に 挨 拶 し て く れ る 人 が た
く さ ん い ま し た 。
　 ま た 、 ハ ワ イ の 中 に は 、 日 系 人 が い て 、 顔 は
日 本 人 の よ う な 顔 を し て い る の に 英 語 を 喋 る 人

や 、 反 対 に 外 国 人 の 顔 を し て い る の に 、 名 前 が
「 な か む ら 」 や 「 き た む ら 」 な ど 、 日 本 で 一 般 的

に あ り そ う な 名 前 の 人 も い ま し た 。
　 私 は 、 ホ ー ム ス テ イ で ハ ワ イ と 日 本 と の 文 化
の 違 い や 習 慣 、 考 え 方 の 違 い を た く さ ん 学 ぶ 事
が 出 来 ま し た 。
　 こ の ホ ー ム ス テ イ で 学 ん だ こ と を 、 今 後 の 人
生 に し っ か り と 活 か し て い き た い と 思 い ま す 。
　 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー や 福 岡 県 人 会 、 ス タ ッ フ の
皆 さ ん 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

元気に「アロハ」　　
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 は ５ 泊 ７ 日 、 ハ ワ イ で 生 活 を し ま し た 。 そ
の う ち 、 ４ 日 間 は ホ ー ム ス テ イ 先 で 生 活 を

さ せ て も ら い ま し た 。 そ こ で は た く さ ん の 思 っ
た こ と や 感 じ た こ と が あ り ま し た 。
　 ま ず 、 ホ ー ム ス テ イ 先 の 家 で 思 っ た こ と は 、
隣 の 家 ま で の 距 離 が 長 か っ た こ と 、 家 の 土 地 が
広 い こ と 、 家 に 入 る と き ア メ リ カ は 靴 を 脱 が な
い も の だ と 思 っ て い た け ど 、 実 際 に は ホ ー ム ス
テ イ 先 の 家 は 靴 を 脱 ぐ こ と な ど 、 た く さ ん あ り
ま し た 。 隣 の 家 は 本 当 に 見 え な い く ら い 遠 い と
こ ろ に あ り ま し た 。 ま た 、家 の 土 地 に は パ イ ナ ッ
プ ル や 食 べ 物 な ど の 木 や 花 な ど が た く さ ん 植 え
ら れ て い ま し た 。
　 私 は 、 そ こ で 初 め て パ イ ナ ッ プ ル 狩 り を 体 験
さ せ て も ら い ま し た 。 パ イ ナ ッ プ ル を ひ っ ぱ る
の は と て も 難 し く て ホ ー ム ス テ イ 先 の 人 に 手

伝 っ て も ら い ま し た 。 パ イ ナ ッ プ ル が 採 れ た 時 、
と て も 甘 い 匂 い が し ま し た 。 そ う し て 採 れ た パ
イ ナ ッ プ ル を 朝 ご 飯 に 出 し て く れ ま し た 。 自 分
た ち で 収 穫 し た の で 、 大 変 さ が 良 く 分 か り 、 パ
イ ナ ッ プ ル が い つ も よ り 美 味 し く 感 じ ま し た 。
　 他 に は 、 玄 関 に 家 族 や 親 戚 の 写 真 が 飾 っ て い
た の で 、 そ の 写 真 に つ い て 聞 い て み る と 、 お ば
あ ち ゃ ん が 沖 縄 の 人 だ と 聞 い て 驚 き ま し た 。
　 次 は ハ ワ イ の 街 に つ い て で す 。 街 で は 日 本 語
が 通 じ る と 聞 い て い ま し た 。 買 い 物 に 行 く と 日
本 語 を 喋 れ る 人 も い ま し た が 、 日 本 語 が 通 じ な
い 所 も あ り ま し た 。 そ こ で 私 は 、 知 っ て い る 英
語 で 話 し か け て み る と 、 街 の 人 は 、 私 の カ タ コ
ト な 英 語 で も 分 か っ て く れ よ う と し て く れ た こ
と が 嬉 し か っ た で す 。
　 今 回 の ホ ー ム ス テ イ で は 私 は 、 ハ ワ イ に 行 き 、
文 化 や 生 活 な ど が た く さ ん 知 る こ と が で き ま し
た 。 た く さ ん の 人 と 話 し 関 わ り が も て て 良 か っ
た と 思 い ま す 。 そ の 関 わ り は こ れ か ら も 大 切 に
し て い こ う と 思 い ま す 。

たくさんの人との関わり
　　　　　　　　　　勝山中学校３年　
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たくさんの人との関わり
　　　　　　　　　　勝山中学校３年　

僕 が 今 回 の ホ ー ム ス テ イ で 学 ん だ 事 は 色 々 あ
り ま す 。 そ れ と 同 時 に 驚 か さ れ た 事 も た く

さ ん あ り ま す 。
　 ま ず 、 驚 か さ れ た 事 は 、 ホ ー ム ス テ イ 先 は 日
本 語 が 通 じ て 、 普 通 に 会 話 が で き る と 思 っ て い
た け ど 、 行 っ て み る と ほ ぼ 英 語 で 、 最 初 は 何 を
言 っ て い る の か よ く 理 解 で き ま せ ん で し た 。
　 そ れ で も 、「 お は よ う 」、「 お や す み 」 と い っ た
日 本 語 で の 挨 拶 は 知 っ て い ま し た 。 僕 は カ タ コ
ト で す が 、 少 し 英 語 が 喋 れ た の で 基 本 的 な 会 話
は で き ま し た 。 最 初 の 内 は Ｙ 君 と Ｍ 君 は イ エ ス
か ノ ー か オ ー ケ ー ぐ ら い し か 話 せ な か っ た の で 、
笑 わ れ て い ま し た 。 ホ ー ム ス テ イ も 後 半 く ら い
に な る と 、分 か ら な い 単 語 が あ っ た ら Ｙ 君 が 持 っ
て き た 電 子 辞 書 を 使 っ て 調 べ 、 そ れ に 適 す る 答
え を 出 せ た の で 、 良 か っ た と 思 い ま す 。
　 も う １ つ 驚 い た 事 は 、 外 国 人 は す ご く 大 き く
て 、 刺 青 を 入 れ て い た こ と で す 。 ２ 人 に １ 人 は
入 れ て い ま し た 。 日 本 で は あ ま り 良 い 印 象 で は
な い 刺 青 も 、 ハ ワ イ で は フ ァ ッ シ ョ ン と し て の
刺 青 が 流 行 っ て い る み た い で す 。
　 次 に 、 学 ん だ 事 は 、 ハ ワ イ の 自 然 や 地 形 、 文
化 な ど で す 。 中 で も 僕 は 自 然 と 地 形 に つ い て 学

ん だ 事 を 書 き ま す 。
　 ま ず 、 自 然 に つ い て は 、 最 初 の 印 象 は ハ ワ イ
の 木 は す っ ご く デ カ イ な ぁ と 思 い ま し た 。
　 特 に レ イ ン ボ ー フ ォ ー ル を 見 に 行 っ た 時 、 そ
の 時 は 曇 り だ っ た の で 、 虹 は 見 れ な か っ た け れ
ど 、 森 に 進 ん で 行 く と 、 見 た 事 も な い よ う な 大
き な 木 が ３ 本 ぐ ら い あ り ま し た 。 近 く に 行 く と
大 き さ が よ り 増 し ま し た 。
　 枝 が た く さ ん 枝 分 か れ し て い た の で 、 登 っ て
み る と 木 の 中 心 ま で 行 く こ と が で き ま し た 。 中
心 ま で 行 っ て み る と 、 ト ト ロ の よ う な 気 分 に な
り ま し た 。
　 次 に 、 ハ ワ イ の 地 形 に つ い て で す 。 ホ ー ム ス
テ イ フ ァ ミ リ ー と 一 緒 に キ ラ ウ ェ ア 火 山 を 見 に
行 っ た 時 に 、 ハ ワ イ 島 の 模 型 が あ っ た の で 、 地
形 に つ い て 学 ぶ こ と が で き ま し た 。
　 今 回 の ホ ー ム ス テ イ は 僕 自 身 に と っ て す ご く
良 い 経 験 に な っ た と 思 い ま す 。 ハ ワ イ に つ い て
色 々 と 学 べ て 、 英 会 話 の 力 も つ い た の で 良 か っ
た で す 。 い ず れ ま た 友 達 と 行 き た い で す 。

いずれまた　　
　　　　　　　　　勝山中学校 2 年　
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僕 が １ 番 嬉 し か っ た こ と は 、 ホ ー ム ス テ イ 先
で コ ミ ュ ニ ケ ― シ ョ ン が し っ か り と れ た こ

と で す 。
　 英 語 を 文 章 に し て 話 す 事 は 自 信 が な か っ た の
で す が 、 中 学 で 習 っ た 3 0 0 の 単 語 を 完 璧 に 覚 え
て い た の で 、 あ ま り 不 安 で は あ り ま せ ん で し た 。
だ け ど 実 際 に ホ ー ム ス テ イ 先 の 家 族 と 触 れ 合 う
と 緊 張 し て し ま っ て 、 頭 が 真 っ 白 に な り 、 最 初
は う ま く 伝 え る こ と が で き ま せ ん で し た 。
　 ゆ っ く り 単 語 と 単 語 を つ な ぎ 合 わ せ て ジ ェ ス
チ ャ ー を 交 え な が ら 話 す と 、 な ん と か 伝 わ り ま
し た 。 そ の 時 は と て も 嬉 し い 気 持 ち に な り 、 そ
の こ と で 自 信 が つ き ま し た 。 だ け ど 初 日 の ホ ノ
ル ル 空 港 で ハ ン バ ー ガ ー を 注 文 し た 時 は 、 僕 の
英 語 が 店 員 さ ん に 伝 わ っ て い な く て 、 ハ ン バ ー
ガ ー セ ッ ト を 何 故 か ２ つ も 買 っ て し ま い ま し た 。
そ の 時 に 英 語 の 難 し さ を 実 感 し ま し た 。 そ の 時
は 、 ハ ワ イ の 人 は な ぜ こ ん な 簡 単 な 日 本 語 が 分
か ら な い の か と 思 い ま し た が 、 僕 た ち が 英 語 を
難 し く 感 じ る の と 一 緒 な ん だ な と 思 い ま し た 。
　 そ し て も う １ つ 学 ん だ こ と が あ り ま す 。 そ れ
は ハ ワ イ の 文 化 や 風 習 で す 。 僕 は 予 想 も し て い

な か っ た の で す が 、 リ ビ ン グ や ホ テ ル に 行 っ て
も 天 井 に 電 気 が あ り ま せ ん で し た 。 そ の 代 わ り
に ラ ン プ が い っ ぱ い あ り ま し た 。
　 ま た 、 僕 が 予 想 し て い た 靴 の ま ま 部 屋 に 入 る
事 が ホ ー ム ス テ イ 先 の 家 で は あ り ま せ ん で し た 。
靴 で 入 る と 思 っ て い た の で び っ く り し ま し た 。
お 風 呂 も 湯 船 に つ か る 習 慣 が な く 、 シ ャ ワ ー だ
け で 、 ト イ レ と バ ス ル ー ム は 一 緒 に な っ て い ま
し た 。 ハ ワ イ の シ ャ ワ ー も 快 適 で し た が 、 日 本
に 帰 っ て 、 家 の 湯 船 に 入 っ た 時 、 １ 番 い い な と
思 い 、 や っ ぱ り 日 本 人 だ な と 感 じ ま し た 。
　 ハ ワ イ で の ホ ー ム ス テ イ を 経 験 し た か ら こ そ 、
日 本 の 風 呂 の 良 さ を 改 め て 感 じ る こ と が で き た
と 思 い ま す 。 そ し て 、 も っ と 英 語 を 勉 強 し て 、
会 話 が で き る よ う に な り た い と 強 く 思 い ま し た 。
ま た ホ ー ム ス テ イ で き る 機 会 が あ っ た ら ぜ ひ 参
加 し た い で す 。

日本の良さを改めて
　　　　　　　　育徳館中学校１年　
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こ の ハ ワ イ で の ホ ー ム ス テ イ は 、 私 に と っ て
と て も 思 い 出 深 い も の に な り ま し た 。 楽 し

か っ た こ と や 分 か っ た こ と も い ろ い ろ あ り ま す 。
　 ま ず 、 分 か っ た こ と は 主 に ２ つ あ り ま す 。
　 １ つ 目 は 英 語 の 難 し さ で す 。 前 か ら 思 っ て い
た け れ ど も 、外 国 人 が 話 す と 予 計 分 か ら な く な っ
て テ ン パ っ て し ま う こ と が 多 か っ た で す 。 ホ ー
ム ス テ イ 先 で 言 葉 の 壁 に 当 た っ て し ま い 、 不 安
に な っ て ほ と ん ど 「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 と 「 Ｎ Ｏ 」 で 返 し
て い ま し た 。
　 で も 、 頑 張 っ て 自 分 の 分 か る 単 語 を 言 っ て み
た ら 、 分 か っ て く れ ま し た 。 そ の 時 、 単 語 だ け
で も 伝 わ る こ と が 分 か り 、 お 互 い 笑 顔 に な り ま
し た 。
　 ２ つ 目 は 、 街 並 み で す 。 や っ ぱ り 日 本 と の 違
い は す ぐ 分 か り ま し た 。 自 分 た ち が 田 舎 に 住 ん
で い る せ い か 分 か ら な い け れ ど 、 ど こ も 都 会 に

み え ま し た 。 ハ ワ イ の 町 は や っ ぱ り 海 が 似 合 う
と 思 い ま し た 。 ま た 、 日 本 に 帰 っ て 来 た ら 、 ハ
ワ イ よ り 日 本 の 方 が 暑 か っ た こ と に 驚 き ま し た 。
車 も 、 日 本 と 比 べ て 、 ハ ワ イ で は 一 家 に 一 台 、
普 通 車 と 軽 ト ラ が 合 体 し た よ う な 車 を 持 っ て い
る こ と が 分 か り ま し た 。
　 楽 し か っ た こ と も い く つ か あ り ま し た 。
　 １ 番 目 に 楽 し か っ た こ と は 、 ワ イ キ キ の ホ テ
ル に 泊 ま っ た こ と で す 。 ホ テ ル で は 参 加 者 と 部
屋 が 近 か っ た の で 、 遊 び に 行 っ て 話 す こ と が で
き ま し た 。 そ の お か げ で 他 の 中 学 校 の 人 と 仲 良
く な る こ と が 出 来 ま し た 。
　 ２ 番 目 に 楽 し か っ た こ と は ホ ー ム ス テ イ で す 。
　 言 葉 の 壁 が あ っ た け れ ど 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー
が ゲ ー ム に 誘 っ て く れ た り 、 海 に 連 れ て 行 っ て
く れ た り し て 、 ス マ イ ル が い っ ぱ い な ホ ー ム ス
テ イ で し た 。 た だ 、 も っ と 積 極 的 に 話 し か け れ
ば と 後 悔 し て い ま す 。
　 色 ん な 出 来 事 や 色 ん な 経 験 を し て 充 実 し た １
週 間 で し た 。 ホ ー ム ス テ イ 先 に は 必 ず お 礼 の 手
紙 を 書 き ま す 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

気持ちを込めてありがとう　
　　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 が 海 外 ホ ー ム ス テ イ で 感 じ た こ と は ２ つ あ
り ま す 。

　 １ つ は 、 基 本 的 な 英 会 話 が で き れ ば 英 語 が 通
じ る と い う こ と で す 。 自 分 が し た い こ と を 言 う
と き に 、英 文 に し な く て も 、単 語 を 言 っ て 、ジ ェ
ス チ ャ ー で 伝 え れ ば 相 手 は 分 か っ て く れ ま し た 。
英 語 が 通 じ る か 心 配 だ っ た け ど 、 通 じ た の で 良
か っ た で す 。
　 ２ つ 目 は 、 ハ ワ イ の 人 た ち は 私 た ち に 優 し く
接 し て く れ た こ と で す 。 昔 の ハ ワ イ と 日 本 の あ
ま り 良 く な い 歴 史 が あ っ た に も か か わ ら ず 、 普
通 に 優 し く 接 し て く れ た こ と が 嬉 し か っ た で す 。
　 私 は 、 ハ ワ イ の ホ ー ム ス テ イ に 行 っ て 学 ん だ
こ と が た く さ ん あ り ま す 。 そ の 中 の １ つ は 、 ハ
ワ イ と 日 本 は 深 い 関 係 に あ る こ と で す 。 本 田 先
生 が ヒ ロ を 案 内 し て く だ さ っ た と き に 、 ア ロ ハ
シ ャ ツ は 着 物 の 裏 地 か ら 出 来 た と か 、 ハ ワ イ に
い た 二 世 の 日 本 人 が ハ ワ イ の 技 術 を 日 本 へ 伝 え
た こ と で 、 と て も 早 く 日 本 が 独 立 で き た こ と な

ど い ろ い ろ な こ と を 話 し て く だ さ い ま し た 。 ま
た 、 真 珠 湾 攻 撃 と い う 暗 い 歴 史 が あ っ た に も か
か わ ら ず 、 私 た ち が ハ ワ イ へ 行 け る の は 、 た く
さ ん の 人 が 努 力 し た 結 果 だ と 思 い ま す 。
　 こ れ か ら 私 は 、 ハ ワ イ だ け で な く 、 自 分 の 町 、
み や こ 町 の 歴 史 や 他 の 国 の 歴 史 を ど ん ど ん 調 べ
て い こ う と 思 い ま す 。 そ う す る こ と で 、 日 本 と
の 新 た な 関 り が 見 え て く る と 思 い ま す 。
　 ま た 、 ハ ワ イ で の 英 語 の 経 験 を 、 学 校 の 英 語
の 授 業 な ど 、 こ れ か ら の 学 校 生 活 に 生 か し て い
き た い と 思 い ま す 。

ハワイと日本の関係　　
　　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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ハワイと日本の関係　　
　　　　　　　　　　　勝山中学校２年　

ハ ワ イ で の 生 活 は 、 私 に と っ て 得 る も の も 多
く 、 と て も 濃 い ７ 日 間 で し た 。 楽 し い 思 い

出 が 沢 山 で き た 一 方 で 、 反 省 し な け ら ば な ら な
い こ と も あ り ま し た 。
　 そ れ は 、研 修 の 心 得 ３ カ 条 の １ つ 目 で あ る 「 自
ら 考 え 行 動 し よ う 」 が あ ま り で き て い な か っ た
こ と で す 。
　 空 港 や 視 察 研 修 の 際 の 集 団 行 動 で は 、 ス タ ッ
フ の 皆 さ ん に 従 い 、 し っ か り と ル ー ル を 守 っ て
行 動 で き た と 思 い ま す 。 し か し 、 ホ ー ム ス テ イ
先 で は 、 緊 張 し て し ま い 、 自 分 か ら 積 極 的 に 話
し か け る こ と が で き て い な か っ た と 思 い ま す 。
　 向 こ う か ら 話 し か け て く れ る の を 待 つ の で は
な く 、 自 分 か ら 交 流 の 輪 を 広 げ て い く こ と が で
き れ ば 、 も っ と ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 人 た ち と 親
し く で き た の で は な い か と 思 い ま す 。 な の で 、
ハ ワ イ で 思 う よ う に 喋 れ な か っ た 分 、手 紙 で し っ
か り と 気 持 ち を 伝 え た い で す 。
　 ホ ー ム ス テ イ で 最 初 に 驚 い た 事 は 、ホ ス ト フ ァ
ミ リ ー が ド ラ イ ブ に 連 れ て 行 っ た 時 の 事 で す 。
日 本 と 違 い 、 車 の 運 転 席 が 左 側 に あ る の と 、 右
車 線 だ っ た の で ド ラ イ ブ 中 は 、 ず っ と 落 ち 着 き
ま せ ん で し た 。 そ れ と 、 外 灯 が 黄 色 だ っ た こ と 、

電 柱 が 木 で で き て い た こ と 、 道 の 端 に し ょ う が
や フ ル ー ツ の 木 が 植 え て あ っ た 事 に 驚 き ま し た 。
　 私 は 、 ホ ー ム ス テ イ の ３ 日 目 が と て も 印 象 に
残 っ て い ま す 。 そ れ は 、 ヒ ロ の 歴 史 や 文 化 を 詳
し く 知 る こ と が で き た し 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と
も 打 ち 解 け 、 色 ん な こ と が 話 せ た か ら で す 。
　 そ の 日 の 夕 食 後 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 一 緒 に 、
美 味 し い ヨ ー グ ル ト を 食 べ に 行 き ま し た 。 帰 っ
た 後 、 三 女 の キ ャ リ ー ち ゃ ん が 一 緒 に 遊 び た い
と 言 っ て く れ 、 ５ 人 で 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と
が で き ま し た 。 そ の 時 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー へ 日
本 か ら の お 土 産 を 渡 す こ と が で き 、 す ご く 喜 ん
で も ら え ま し た 。
　 出 発 前 は 、 上 手 く や れ る か 不 安 で し た が 、 福
岡 県 人 会 の 方 々 を は じ め 、 色 々 な 人 が 私 た ち を
温 か く 向 か え て く だ さ り 、 ハ ワ イ に 行 っ て 本 当
に 良 か っ た と 思 い ま し た 。 本 当 に あ り が と う ご
ざ い ま し た 。

もっと積極的に
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　

３４



私 に と っ て 、 こ の ホ ー ム ス テ イ 研 修 は と て も
楽 し く 、 充 実 し た も の に な り ま し た 。 私 は

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん と 会 う 前 、 言 葉 が 違
う と い う だ け で と て も 緊 張 し て い ま し た 。 し か
し 、 実 際 に 会 っ て 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん
に 優 し く し て い た だ き 、 と て も 安 心 し ま し た 。
　 ホ ー ム ス テ イ で は 、 海 に 連 れ て 行 っ て も ら い 、
日 本 と は 違 う 海 と 砂 浜 の 美 し さ に 驚 き ま し た 。
そ の 後 、 他 の ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん と 歓 迎
パ ー テ ィ を 開 い て 頂 き ま し た 。 本 当 に 楽 し い こ
と ば か り で し た 。
　 そ ん な 中 、 研 修 面 で は 数 多 く の こ と を 経 験 し 、
学 ぶ こ と が で き ま し た 。 そ し て 、 そ の 経 験 を 通
し て 、 こ れ か ら 自 分 の す る べ き こ と が 分 か り ま
し た 。
　 １ つ は 、 英 語 の 勉 強 を 頑 張 る こ と で す 。 な ぜ
な ら ホ ー ム ス テ イ 中 は 、「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 や 「 Ｎ Ｏ 」 な
ど 、 簡 単 な 単 語 を た く さ ん 使 っ て 、 や っ と 会 話

が 成 り 立 ち 、 研 修 前 に 目 標 に し て い た 「 ５ 人 以
上 の 外 国 の 人 と ５ 分 以 上 持 続 し て 会 話 す る 。」 を
達 成 で き な か っ た か ら で す 。 ３ 人 ま で は な ん と
か 会 話 が で き た け ど 、 簡 単 な 単 語 を 使 っ た だ け
で 、５ 分 以 上 は 続 き ま せ ん で し た 。 な の で 、も っ
と 勉 強 し て 英 単 語 の バ リ エ ー シ ョ ン を 増 や し 、
会 話 を ５ 分 以 上 続 け ら れ る よ う に な り た い で す 。
　 も う １ つ は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 上 げ る
こ と で す 。 な ぜ な ら 、 私 は 人 に 合 わ せ て 話 す こ
と や 表 現 す る こ と が 苦 手 な の で 、 ホ ス ト フ ァ ミ
リ ー の 方 と 会 話 を し て も 、 上 手 く 伝 え ら れ ず 、
途 中 で 会 話 が 終 わ っ て し ま っ た か ら で す 。コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 上 げ る こ と で 、 例 え 海 外 で 言
葉 が 通 じ な く て も 、 会 話 以 外 の 方 法 で 自 分 の 想
い を 伝 え ら れ る の で は な い か と 思 い ま す 。
　 私 は こ の ２ つ の 目 標 を 達 成 す る た め に こ れ か
ら 日 々 努 力 し て い こ う と 思 い ま す 。 そ し て 、 こ
の ホ ー ム ス テ イ 研 修 で 学 ん だ こ と を 、 こ れ か ら
の 将 来 に つ な げ て 、 役 立 て て い き た い と 思 っ て
い ま す 。

新たな目標ができました　
　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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新たな目標ができました　
　　　　　　　　　勝山中学校２年　

私 は 今 回 の ホ ー ム ス テ イ で い ろ い ろ な 思 い 出
を つ く る こ と が で き ま し た 。

　 １ 番 に 感 じ た こ と は 人 の 優 し さ と 温 か さ で す 。
　 私 た ち 日 本 人 と ハ ワ イ の 人 た ち が 使 う 言 葉 は
日 本 語 と 英 語 で 違 い ま す 。 お 互 い の 言 っ て い る
こ と は な か な か 理 解 で き ま せ ん 。 事 前 研 修 な ど
で 英 会 話 を 勉 強 し て き ま し た が 、 実 際 に ホ ス ト
フ ァ ミ リ ー の 方 と 話 す と 、 自 分 の 想 い が 上 手 く
相 手 に 伝 わ ら ず 、 と て も 難 し い と 感 じ ま し た 。
　 そ れ で も 、 そ ん な 中 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の み
ん な は 、 私 た ち が 言 っ て い る こ と を 分 か っ て く
れ よ う と し て く れ ま し た 。 私 た ち が 言 葉 を 理 解
で き て い な い と 分 か っ た ら 、 理 解 で き る よ う に
簡 単 な 言 葉 を 使 っ て 、 分 か り 易 く 説 明 し て く れ
る な ど 、 い ろ い ろ な 工 夫 を し て く れ ま し た 。 英

語 が 伝 わ ら な い 時 で も 、 嫌 な 顔 一 つ せ ず 、 理 解
し て く れ よ う と 努 力 し て く れ ま し た 。
　 そ し て 、 ハ ワ イ の ど こ に 行 っ て も 、 人 の 優 し
さ と 温 か さ は 変 わ ら ず 、 す ご く 安 心 で き ま し た 。
　 ま た 、 ハ ワ イ で は 貴 重 な 体 験 や 、 日 本 で は 見
る こ と が で き な い よ う な 、 美 し い 自 然 や 景 色 を
見 る こ と が で き ま し た 。
　 さ ら に 、 パ イ ナ ッ プ ル 狩 り は 私 に と っ て 生 ま
れ て 初 め て で 、 と て も 貴 重 な 体 験 を し ま し た 。
　 ホ ー ム ス テ イ 初 日 は 長 く 感 じ ま し た が 、 途 中
か ら は あ っ と い う 間 に 過 ぎ た よ う に 感 じ ま し た 。
　 今 回 、 素 敵 な 思 い 出 を つ く れ た の は 協 力 し て
下 さ っ た み な さ ん の お か げ だ と 思 い ま す 。 あ り
が と う ご ざ い ま し た 。
　 思 い 出 は 絶 対 に 忘 れ ま せ ん 。 そ し て 、 ホ ー ム
ス テ イ を 通 じ て 感 じ た い ろ い ろ な こ と を 、 こ れ
か ら 大 事 に し て い き た い と 思 い ま す 。

ハワイの人の優しさ、温かさに触れて
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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私 は 、 ハ ワ イ に 着 く ま で の 間 、 楽 し み な 気 持
ち は も ち ろ ん あ り ま し た が 、 そ れ よ り も 不

安 な 気 持 ち の 方 が 強 く あ り ま し た 。 １ 週 間 、 家
族 と 離 れ 知 ら な い 場 所 で の 生 活 は 正 直 全 く 想 像
で き ま せ ん で し た 。
　 で も 、実 際 ハ ワ イ に 行 っ て み る と 、ホ ス ト フ ァ
ミ リ ー は も ち ろ ん 、 接 し て く れ る み ん な が と て
も 優 し く 、 私 の 不 安 は す ぐ に 消 え ま し た 。
　 普 段 使 っ て い る 日 本 語 が 通 じ な い こ と に 少 し
焦 り を 感 じ た こ と も あ り ま し た が 、 ホ ス ト フ ァ
ミ リ ー の 皆 さ ん が 理 解 し て く れ よ う と 、 私 の 片
言 の 英 語 も ち ゃ ん と 聞 い て く れ 、と て も 嬉 し か っ
た で す 。 み ん な の 優 し さ が 伝 わ っ て き ま し た 。
　 ハ ワ イ は 日 本 と 違 い 、 車 は 左 運 転 、 右 側 通 行
で し た 。 家 も 靴 で 上 が る こ と に 抵 抗 は な く 、 湯
船 に つ か ら ず 、 シ ャ ワ ー が 一 般 的 で し た 。 食 べ
物 も パ ン が 主 で し た 。 こ の よ う に 、 日 本 と の 違
い が た く さ ん あ り ま し た 。 ハ ワ イ の 文 化 に つ い
て も っ と 知 り た い と 思 い ま し た 。
　 ホ ー ム ス テ イ 中 も 、 海 や 火 山 、 シ ョ ッ ピ ン グ

に 連 れ て 行 っ て も ら い 、 一 緒 に 食 事 す る の が と
て も 楽 し か っ た で す 。 ジ ョ ン さ ん 、 ジ ョ ア ン さ
ん 夫 婦 に 出 逢 え て 良 か っ た で す 。
　 友 達 と 飛 行 機 に 乗 っ た り 、 海 水 浴 や シ ョ ッ ピ
ン グ 、 ホ テ ル に 泊 ま っ た り し た の も 楽 し く て 、
幸 せ な １ 週 間 で し た 。
　 私 は 、 こ の 研 修 で 、 ハ ワ イ の 習 慣 や 文 化 、 常
識 な ど 、 様 々 な こ と を 学 ん だ り 、 自 立 心 な ど を
身 に つ け た り す る こ と が で き ま し た 。 そ し て 、
た く さ ん の 人 と 出 逢 う こ と が で き ま し た 。
　 こ ん な 貴 重 な 体 験 が で き た の も 、 ホ ー ム ス テ
イ に 行 か せ て く れ た お 父 さ ん お 母 さ ん 、 引 き 受
け て く れ た 福 岡 県 人 会 の 皆 さ ん 、添 乗 員 や ス タ ッ
フ の 皆 さ ん の お か げ で す 。 本 当 に あ り が と う ご
ざ い ま し た 。
　 こ の 貴 重 な 経 験 や 思 い 出 は 、 私 の 宝 も の で す 。

私の宝もの
　　　　　　　　　豊津中学校２年　
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僕 に と っ て こ の ホ ー ム ス テ イ は 、 自 分 の 人 生
感 を 変 え る 程 、 と て も 印 象 深 い も の と な り

ま し た 。 な ぜ な ら 、 ハ ワ イ と い う 、 日 本 と は 全
く 違 っ た 世 界 で 生 活 し た か ら で す 。
　 日 本 か ら 福 岡 空 港 に 行 く バ ス の 中 で は 不 安 な
こ と ば か り 考 え て い ま し た 。
　 ホ ノ ル ル 空 港 に 着 い た 後 、 自 由 行 動 の 際 に 驚
い た 事 が あ り ま し た 。 そ れ は 、 ゴ ミ 箱 か ら ゴ ミ
が 溢 れ 出 て い る の に 、 外 国 の 人 が 、 さ ら に そ の
ゴ ミ 箱 に 向 け て 、 ペ ッ ト ボ ト ル を 投 げ て い た か
ら で す 。 自 分 に と っ て は 信 じ ら れ な い こ と で し
た 。 日 本 の 常 識 は 、 外 国 で は 通 じ な い と は 、 こ
の こ と な ん だ な と 思 い ま し た 。
　 飛 行 機 の 中 で は 、 窓 か ら 見 る 景 色 全 て が 綺 麗
で 、 感 動 し ま し た 。
　 ホ ノ ル ル 空 港 か ら ヒ ロ 空 港 に 着 き 、 福 岡 県 人
会 の 皆 さ ん と ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー を し た 後 、
ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 家 に 行 き ま し た 。 家 は と て
も 綺 麗 で 、 僕 た ち の 部 屋 に は 折 り た た み ベ ッ ド
を 用 意 し て く れ て い ま し た 。 そ し て 、 僕 た ち の
た め に 、 練 習 し て い た 日 本 語 で 話 し か け て く れ 、
と て も 嬉 し か っ た で す 。
　 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん に は 、 本 当 に 色 ん
な 所 に 連 れ て 行 っ て も ら い ま し た 。 ２ 時 間 以 上

か か る 海 ま で 連 れ て 行 っ て く れ た り 、 夜 は レ ス
ト ラ ン で 白 飯 に ハ ン バ ー グ や 目 玉 焼 き な ど が
の っ て い る ハ ワ イ の 名 物 「 ロ コ モ コ 」 を 食 べ さ
せ た り し て く れ ま し た 。 凄 く 美 味 し か っ た の で
す が 、 ア メ リ カ サ イ ズ だ っ た の で 、 食 べ 過 ぎ て
後 で 苦 し く な り ま し た 。
　 他 に も 、 虹 色 の 滝 や 世 界 的 に も 有 名 な キ ラ ウ
エ ア 火 山 な ど に 連 れ て 行 っ て も ら う な ど 、 ホ ス
ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん が 凄 く 優 し く 接 し て く れ
て 、 ３ 日 目 ぐ ら い か ら 日 本 に 帰 り た く な い と 思
い ま し た 。 な の で 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 人 た ち
と 別 れ る 時 は と て も 悲 し か っ た で す 。
　 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 別 れ て か ら 、 ホ ノ ル ル で
色 々 な 所 を 見 学 し ま し た 。 １ 番 印 象 に 残 っ て い
る 所 は パ ー ル ハ ー バ ー ビ ジ タ ー セ ン タ ー で す 。
そ こ で は 、 真 珠 湾 攻 撃 の 映 像 を 見 て 、 戦 争 の 悲
惨 さ を 改 め て 感 じ ま し た 。
　 本 研 修 で は 自 由 行 動 す る 機 会 が あ り 、 自 分 た
ち で 判 断 し 、 行 動 す る と い う 貴 重 な 体 験 が で き
て 良 か っ た で す 。 ス タ ッ フ の 皆 様 、 本 当 に あ り
が と う ご ざ い ま し た 。

人生観が変わった
　　　　　　　　　　勝山中学校２年　
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